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(2022年度生）大－１

目

黒

キ

ャ

ン

パ

ス

日

野

キ

ャ

ン

パ

ス

学

芸

員

課

程

前

期

後

期

服飾造形基礎Ⅰ 3 ○ 〇 1 6

服飾表現概論 1 ○ 〇 1 1

色彩演習 2 ○ 〇 1 2

衣服材料学 2 ○ 〇 1 2

ドローイングⅠa 2 ○ 〇 1 4

西洋服飾文化史 2 ○ 〇 1 2

服飾造形基礎Ⅱ 3 ○ 〇 1 6

グラフィックデザインⅠ 1 ○ 〇 1 2

身体表現Ⅰ―基本の動き― 1 ○ 〇 1 2

写真表現 1 ○ 〇 1 2

ファッション・フィールド・リサーチ 1 ○ 〇 1 2

プレゼンテーション論 2 ○ 〇 1 2

現代ファッション論 2 ○ 〇 2 2

日本服飾文化史 2 ○ 〇 2 2

表現心理学―魅力の発見、魅力の伝達― 2 ○ 〇 2 2

身体表現Ⅱ―パフォーマンス―　 1 ○ 〇 2 2

空間構成Ⅰ 1 ○ 〇 2 2

画像表現 1 ○ 〇 2 2

ドローイング・構想 1 ○ 〇 2 2

グラフィックデザインⅡ 1 ○ 〇 2 2

服飾表現演習 2 ○ 〇 2 4

色材演習 1 ○ 〇 2 2

服飾表現史 2 ○ 〇 2 2

空間構成Ⅱ 2 ○ 〇 2 4

立体造形構想 1 ○ 〇 2 2

近代日本モード史 2 ○ 〇 2 2

マーケティング・データサイエンス論 2 ○ 2 2又 は2

マネキン学 2 ○ 〇 3 2

プレゼンテーション技法 2 ○ 〇 3 4

ポートフォリオ演習 2 ○ 〇 3 4

卒業制作企画 3 ○ 〇 4 6

卒業制作　 6 ○ 〇 4 12

計 21 38 0

衣装デザイン・制作Ⅰ 2 (〇） 〇 2 6

スタイリング演習Ⅰ 2 (〇） 〇 2 4

ビジュアルマーチャンダイジング演習Ⅰ　 2 (〇） 〇 2 4

ショープロデュースⅠ 2 (〇） 〇 2 4

映像・メディア表現Ⅰ 2 (〇） 〇 2 4

衣装デザイン・制作Ⅱ 2 (〇） 〇 3 6

スタイリング演習Ⅱ 2 (〇） 〇 3 4

ビジュアルマーチャンダイジング演習Ⅱ 2 (〇） 〇 3 4

ショープロデュースⅡ 2 (〇） 〇 3 4

映像・メディア表現Ⅱ 2 (〇） 〇 3 4

衣装デザイン・制作Ⅲ 6 (〇） 〇 3 12

スタイリング演習Ⅲ 6 (〇） 〇 3 12

ビジュアルマーチャンダイジング演習Ⅲ 6 (〇） 〇 3 12

ショープロデュースⅢ 6 (〇） 〇 3 12

映像・メディア表現Ⅲ 6 (〇） 〇 3 12

専門選択必修合計 0 46 4

卒業を目的とするもの

講

義

演

習

実

験

実

習

必

修

選

択

自

由

週時間数

Ⅳ．服飾学部服飾表現学科カリキュラム表

授業科目名

単位数
履修方法 配

当

年

次

資格

取得を

目的と

するもの

専

門

科

目

服

飾

関

係

専門科目（服飾関係）必修科目については、59単位を修得すること

専門科目（服飾関係）選択必修科目については、10単位を修得すること
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(2022年度生）大－2

講

義

演

習

実

験

実

習

目

黒

キ

ャ

ン

パ

ス

日

野

キ

ャ

ン

パ

ス

学

芸

員

課

程

前

期

後

期

流通・商業入門 2 ○ 〇 1 2

ファッションビジネス概論 2 ○ 〇 1 2

ファッション画Ⅰ 1 ○ 〇 1 2

ファッション画Ⅱ 1 ○ 〇 1 2

経営学入門 2 ○ 〇 1 2又 は2

服飾造形応用 2 ○ 〇 1 4

現代デザイン論 2 ○ 〇 〇 1 2又 は2

ファッション販売論 2 ○ 〇 1 2又 は2

流行論 2 ○ 〇 1 2又 は2

アパレル素材論 2 ○ 〇 2 2又 は2

画像設計演習 1 ○ 〇 2 2又 は2

ドロ－イングⅡ 1 ○ 〇 2 3又 は3 原則としてﾄﾞﾛ－ｲﾝｸﾞⅠ修得者のみ履修可

和服構成論・実習Ⅰ 1 ○ 〇 2 3

和服構成論・実習Ⅱ 1 ○ 〇 2 3

衣服管理 2 ○ 〇 2 2又 は2

染色化学 2 ○ 〇 2 2

繊維ﾌｧｯｼｮﾝ産業構造論 2 ○ 〇 2 2又 は2

ファッション史 2 〇 〇 2 2又 は2

ブライダルファッションプランニングゼミ 2 ○ 〇 2 2 2 2023年新規開講

集中90h

又は集中 又は集中

色彩論 1 ○ 〇 2 1

服飾手芸（ニットを含む） 1 ○ 〇 3 3又 は3

リテールマーチャンダイジング 2 ○ 〇 3 2

ショップディスプレイ 2 ○ 〇 3 2又 は2

服飾クラフト 1 ○ 〇 3 3又 は3

アパレル産業論特講 2 ○ 〇 3 2又 は2

民族衣裳論 2 ○ 〇 3 2又 は2

染織史 2 ○ 〇 〇 3 2

ﾌｧｯｼｮﾝﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃ－ｼｮﾝ演習 2 ○ 〇 〇 3 4

家庭経営学（家族関係学
及び家庭経済学を含む）

2 ○ 〇 2 2

家庭電気・機械 1 ○ 〇 2 1

食物学（実践栄養学） 2 ○ 〇 2 2

家庭情報処理 1 ○ 〇 2 1

食物学（食品学） 2 ○ 〇 3 2

住居学（製図を含む） 2 ○ 〇 3 2

保育学（実習及び家庭看護を含む） 2 ○ 〇 3 2

食文化論 2 ○ 〇 3 2

食物学（調理実習・実験）Ⅰ 1 ○ 〇 3 3

食物学（調理実習・実験）Ⅱ 1 ○ 〇 3 3

専門選択小計 47 9 9

専門科目小計 68 93 13

専門科目合計

〇 2･3

174

 専門科目の選択科目については上記のうちから卒業要件単位として　21　単位以上を修得すること。

専

門

科

目

服

飾

関

係

インタ－ンシップ 2 ○

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
関
係

備 考

卒業を目的とするもの

配

当

年

次

自

由

必

修

選

択

授業科目名

単位数
履修方法

資格

取得を

目的と

するもの

週時間数
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(2022年度生）大－3

目

黒

キ

ャ

ン

パ

ス

日

野

キ

ャ

ン

パ

ス

学

芸

員

課

程

前

期

後

期
初

年

次
学修基礎 2 ○ 〇 1 2

文章表現 2 ○ 〇 1 2

情報演習Ⅰ（学修ポートフォリオを含む） 1 1 ○ 〇 1 2

情報演習Ⅱ（学修ポートフォリオを含む） 1 1 ○ 〇 1 2

キャリアプランニング 2 ○ 〇 2 2

社会人基礎A 2 ○ 〇 1 2

社会人基礎B 2 ○ 〇 1 2

心理学A 2 ○ 〇 1・2 2

心理学B 2 ○ 〇 1・2 2

文学 2 ○ 〇 1 2又 は2

日本美術史 2 ○ 〇 〇 1 2又 は2

西洋美術史 2 ○ 〇 〇 1 2又 は2

憲法 2 ○ 〇 1・2 2又 は2

社会福祉学A 2 ○ 〇 1・2 2

社会福祉学B 2 ○ 〇 1・2 2

化学A 2 ○ 〇 1・2 2

化学B 2 ○ 〇 1・2 2

体育A 1 ○ 〇 1 2又 は2

体育B 1 ○ 〇 1・2 2

言語と服飾文化 2 ○ 〇 3・4 2又 は2

日本文化・日本事情Ⅰ 2 ○ 〇 １・3 2 外国人留学生は履修のこと

日本文化・日本事情Ⅱ 2 ○ 〇 １・3 2 外国人留学生は履修のこと

英語（総合)Ａ 2 ○ 〇 2 2

英語（総合)Ｂ 2 ○ 〇 2 2

ワールド・カルチャーA 2 ○ 〇 2 2

ワールド・カルチャーB 2 ○ 〇 2 2

実用英語 A 2 ○ 〇 2 2

実用英語 B 2 ○ 〇 2 2

ファッション英語 A 2 ○ 〇 2 2

ファッション英語 B 2 ○ 〇 2 2

フランス語（総合) A 2 ○ 〇 2 2

フランス語（総合) B 2 ○ 〇 2 2

ファッションフランス語 A 2 ○ 〇 2 2

ファッションフランス語 B 2 ○ 〇 2 2

中国語（総合) A 2 ○ 〇 2 2

中国語（総合) B 2 ○ 〇 2 2

中国語（会話) A 2 ○ 〇 2 2

中国語（会話) B 2 ○ 〇 2 2

実

験

実

習

必

修

選

択

教

養

科

目

キ

ャ
リ
ア

一

般

体
育

国

際

関

係

自

由

授業科目名

単位数
履修方法 配

当

年

次

週時間数

備 考

卒業を目的とするもの

講

義

演

習

資格

取得を

目的と

するもの
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(2022年度生）大－4

講

義

演

習

実

験

実

習

目

黒

キ

ャ

ン

パ

ス

日

野

キ

ャ

ン

パ

ス

学

芸

員

課

程

前

期

後

期

英語（総合)Ⅰ 2 ○ 〇 1 2

英語（総合)Ⅱ 2 ○ 〇 1 2

基礎英会話Ⅰ 2 ○ 〇 1 2

基礎英会話Ⅱ 2 ○ 〇 1 2

フランス語（総合)Ⅰ 2 ○ 〇 1 2

フランス語（総合)Ⅱ 2 ○ 〇 1 2

フランス語（会話)Ⅰ 2 ○ 〇 1 2

フランス語（会話)Ⅱ 2 ○ 〇 1 2

中国語（総合)Ⅰ 2 ○ 〇 1 2

中国語（総合)Ⅱ 2 ○ 〇 1 2

中国語（会話)Ⅰ 2 ○ 〇 1 2

中国語（会話)Ⅱ 2 ○ 〇 1 2

日本語Ⅰ 4 ○ 〇 1・3 4 *外国人留学生は下記の欄を参照

日本語Ⅱ 4 ○ 〇 1・3 4 *外国人留学生は下記の欄を参照

教養科目小計 104 4 0

教養科目総合計

教

養

科

目

外

国

語

108

必

修

選

択

自

由

授業科目名

単位数
履修方法 配

当

年

次

週時間数

備 考

卒業を目的とするもの

資格

取得を

目的と

するもの

・教養科目については初年次の「学修基礎」２単位（必修）と、キャリアの「文章表現」「情報演習Ⅰ」「情報演習Ⅱ」「キャリアプランニング」８単位（必修）と、

一般・体育・総合・国際関係より16単位以上を修得すること。

・外国語は、英語・ﾌﾗﾝｽ語・中国語のいずれかⅠ～Ⅱまで８単位を修得すること。（母国語を除く）

学芸員課程履修者は学芸員課程の欄の○印の科目の単位を修得すること。

＊外国人留学生全員（編入生を含む）に対し、「学内日本語実力テスト」を実施し、その結果に応じて履修指導を行う。
　具体的には実力テストの結果に応じて ①「日本語Ⅰ（４単位）」「日本語Ⅱ（４単位）」を履修する

②「日本文化・日本事情（2単位）」は教養科目として留学生は履修する。
　但し、実力試験の結果、「日本語」を履修する必要のない者も「日本語Ⅰ（４単位）　「日本語Ⅱ（４単位）」を履修することができる。

服飾表現学科「専攻」、「インターンシップ」に関して

■「専攻」に関して
服飾表現に関する豊かな知識・技術を修得して、服飾表現の専門職業人として活躍できる能力の育成のために、以下のように専攻科目を履修することとする。
１）一つを選んで「主専攻」とする。
２）主専攻科目以外の専攻科目の履修による単位取得を可能とする。

■「インターンシップ」に関して
服飾表現に関する豊かな知識・技術を修得して、服飾表現の専門職業人として活躍できる能力の育成のためには、実際の職場における体験でなければ

得られないことが多い。 それを実践するためには「長期インターンシップ」が不可欠である。
専攻科目の授業の一環として、以下のように「長期インターンシップ」を実施する。
・「長期インターンシップ」は単位化する。
・実施は「3年次前期」から「4年次前期」までの期間内とする。
・上記期間中に「集中」若しくは「分割」して実施する。

3年後期
・「衣装デザイン･制作Ⅲ（長期インターンシップを含む）」（3年後期、演習6単位）
・「スタイリング演習Ⅲ（長期インターンシップを含む）」（3年後期、演習6単位）
・「ビジュアルマーチャンダイジング演習Ⅲ（長期インターンシップを含む）」（3年後期、演習6単位）」
・「ショープロデュースⅢ（長期インターンシップを含む）」（3年後期、演習6単位）
・「映像・メディア表現Ⅲ（長期インターンシップを含む）」（3年前期、演習6単位）

4年前期
・「衣装デザイン･制作卒業制作企画（長期インターンシップを含む）」（4年前期、演習3単位）
・「スタイリング卒業制作企画（長期インターンシップを含む）」（4年後期、演習3単位）
・「ビジュアルマーチャンダイジング卒業制作企画（長期インターンシップを含む）」（4年後期、演習3単位）」
・「ショープロデュース卒業制作企画（長期インターンシップを含む）」（4年後期、演習3単位）
・「映像・メディア表現卒業制作企画（長期インターンシップを含む）」（4年前期、演習3単位）

※―「長期インターンシップ」に関連する科目
3年前期

・「衣装デザイン･制作Ⅱ（長期インターンシップを含む）」（3年前期、実験実習2単位）
・「スタイリング演習Ⅱ（長期インターンシップを含む）」（3年前期、演習2単位）
・「ビジュアルマーチャンダイジング演習Ⅱ（長期インターンシップを含む）」（長期インターンシップを含む）」（3年前期、演習2単位）
・「ショープロデュースⅡ（長期インターンシップを含む）」（3年前期、演習2単位）
・「映像・メディア表現Ⅱ（長期インターンシップを含む）」（3年前期、演習2単位）

10



(2022年度生）大-5

講

義

演

習

実

験

実

習

目

黒

キ

ャ

ン

パ

ス

日

野

キ

ャ

ン

パ

ス

学

芸

員

課

程

前

期

後

期

生涯学習概論 2 〇 〇 1 2

博物館概論 2 〇 〇 1 2

博物館経営論 2 〇 〇 2 2

博物館資料論 2 〇 〇 2 2

博物館資料保存論 2 〇 〇 2 2

博物館展示論 2 〇 〇 3 2

博物館教育論 2 〇 〇 3 2

博物館情報・メディア論 2 〇 〇 3 2

博物館実習 3 〇 〇 4 3
3及
集中

博物館概論修得者のみ履修可
博物館見学

計 16 3

学芸員課程履修者は、博物館に関する科目１９単位を修得すること。

カリキュラムは、授業科目の段階的履修や体系的な履修を考慮して編成してあります。従って再履修の必要がある場合の履修順序は、下記の通りとします。

１）原則として開講学年順とします。

２）個々の履修状況に応じて審議決定します。

（注）各科目の配当年次及び開講学期は都合により変更になることがあります。

博

物

館

に

関

す

る

科

目

授業科目名

単位数
履修方法

備 考

卒業を目的とするもの

必

修

選

択

自

由

配

当

年

次

資格

取得を

目的と

するもの

週時間数
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Ⅵ．学芸員課程について  （2022年度生用） 

博物館とは 

 日本で博物館といわれているものは、歴史博物館、民俗（族）博物館、考古博物館、美術館、郷土

館、記念館のようなものから自然を対象とする自然史博物館、科学館、天文博物館、水族館、動植物

園のようなものまでひろく包含されます。 

 これらの博物館は、歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料の収集、保管、調査研究、

展示、教育普及活動等を通して社会に対し様々な情報提供サービスをすると共に、我が国の教育、学

術及び文化の発展に大きく寄与してきました。 

 近年、所得水準の向上や自由時間の増大などの社会の成熟化に伴い、心の豊かさや生きがいなどを

求めて人々の学習ニーズは増大し、かつ多様化、高度化してきています。また一方で、科学技術の高

度化、情報・通信技術の進展や、教育、学術、文化などの各分野にわたる広域・国際的な交流の活発

化、さらには地域文化への関心の高まりなど、博物館を取り巻く環境には様々な変化が生じています。

こうした中で、博物館は社会の進展に的確に対応し、人々の知的関心にこたえる施設として一層発展

することが期待されています。また、情報化の進展の中で実物資料に身近に触れることができる博物

館の意義が改めて認識されています。 

特に、今後は地域における生涯学習推進のための中核的な拠点としての機能を充実するとともに、

地域文化の創造・継承・発展を促進する機能や、様々な情報を発信する機能を高めていく必要があり

ます。また、博物館は青少年にとって実物資料等による魅力ある体験学習ができる場であり、学校教

育以外の活動あるいは学校教育と連携した学習のために一層重要な役割を発揮することが期待され

ています。 

学芸員とは 

学芸員は博物館法に基づき博物館におかれる専門的職員であり、資料の収集、保管、調査研究、展

示、教育普及活動などの多様な博物館活動の推進のために重要な役割を担っています。また、学芸員

は拡大する生涯学習社会において社会教育を推進する上で重要な役割を担うところから、一層の資質

の向上と高い専門性を養成することが望まれています。人類や地域にとって重要な資料や文化遺産等

を取り扱い、人々の新しい知識の創造と普及のために役立てるという業務の特性から、学芸員には極

めて高い職業倫理が必要とされています。 

こういった近年の需要を受けて、平成 21年に博物館施行規則が改正され、平成 24年 4月 1日より

養成科目の改善・充実を図った制度が施行されました。 

（平.8.4.24生涯学習審議会社会教育分科審議会報告の「学芸員の養成・研修の改善方策について」

の主旨より一部抜粋） 

学芸員養成について 

学芸員の養成は、博物館法及び同法施行規則に基づき、基本的に大学で行われています。 

前述のように、博物館において大切な意味を持っている学芸員の養成は、各大学に委託されており、

杉野服飾大学もその一つです。1973 年より大学に学芸員課程をおき、履修者は国家資格の「学芸員」

が取得できるようになっています。 

 現在、日本の博物館法で認められた博物館は 1,286館（平成 30年度文部省｢社会教育調査｣）あり、

本学園の衣裳博物館はこの博物館法で定められた「博物館」の一つです。 

 大学等における博物館の養成内容については、昭和 30 年に博物館施行規則が制定されてから、大

幅な見直しは行われていませんでした。しかし近年、拡大する生涯学習と多様化する社会に対応でき

る、より高度で専門的な学芸員の養成が唱えられました。平成 24 年 4 月 1 日以降、学芸員養成内容

に大幅な見直しが反映されています。（平成 8年 4月 24日生涯学習審議会社会教育分科審議会報告の

「社会教育主事、学芸員及び司書の養成、研修等の改善方策について」参考） 
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博物館法（平成 26 年 6月 4日最終改正より一部抜粋） 

(この法律の目的) 

第１条 この法律は、社会教育法の精神に基づき、博物館の設置及び運営に関して必要な事項を定

め、その健全な発達を図り、もって国民の教育、学術及び文化の発展に寄与することを目的と

する。 

(定義) 

第２条 この法律において「博物館」とは、歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料を

収集し、保管（育成を含む。以下同じ。）し、展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供

し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資するために必要な事業を行い、あわせてこ

れらの資料に関する調査研究をすることを目的とする機関（社会教育法による公民館及び図書

館法による図書館を除く。）のうち、地方公共団体、一般社団法人若しくは一般財団法人、宗

教法人又は政令で定めるその他の法人が設置するもので第２章の規定による登録を受けたも

のをいう。 

２． この法律において、｢公立博物館｣とは、地方公共団体の設置する博物館をいい、「私立博物

館」とは、一般社団法人若しくは一般財団法人、宗教法人又は前項の政令で定める法人の設置

する博物館をいう。 

３． この法律において「博物館資料」とは、博物館が収集し、保管し、又は展示する資料（電

磁的記録を含む）をいう。 

(博物館の事業) 

第３条 博物館は、前条第１項に規定する目的を達成するため、おおむね次に掲げる事業を行う。 

１) 実物、標本、模写、模型、文献、図表、写真、フィルム、レコード等の博物館資料を豊富

に収集し、保管し、及び展示すること。 

２) 分館を設置し、又は博物館資料を当該博物館外で展示すること。

３) 一般公衆に対して、博物館資料の利用に関し必要な説明、助言、指導等を行い、又は研究

室、実験室、工作室、図書室等を設置してこれを利用させること。 

４) 博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究を行うこと。

５) 博物館資料の保管及び展示等に関する技術的研究を行うこと。

６) 博物館資料に関する案内書、解説書、目録、図録、年報、調査研究の報告書等を作成し、

及び頒布すること。 

７) 博物館資料に関する講演会、講習会、映写会、研究会等を主催し、及びその開催を援助す

ること。 

８) 当該博物館の所在地又はその周辺にある文化財保護法の適用を受ける文化財について、解

説書又は目録を作成する等一般公衆の当該文化財の利用の便を図ること。 

９） 社会教育における学習の機会を利用して行った学習の成果を活用して行う教育活動その他

の活動の機会を提供し、及びその提供を奨励すること。 

１０) 他の博物館、博物館と同一の目的を有する国の施設等と緊密に連絡し、協力し、刊行物及

び情報の交換、博物館資料の相互貸借等を行うこと。 

１１) 学校、図書館、研究所、公民館等の教育、学術又は文化に関する諸施設と協力し、その活

動を援助すること。 

２． 博物館は、その事業を行うに当っては、土地の事情を考慮し、国民の実生活の向上に資し、 

 更に学校教育を援助し得るようにも留意しなければならない。 

(館長、学芸員、その他の職員) 

第４条 博物館に、館長を置く。 

２． 館長は館務を掌理し、所属職員を監督して、博物館の任務の達成に努める。 

３． 博物館に、専門的職員として学芸員を置く。 
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４． 学芸員は、博物館資料の収集、保管、展示及び調査研究その他これと関連する事業について

の専門的事項をつかさどる。 

５． 博物館に館長及び学芸員のほか、学芸員補その他の職員を置くことができる。 

６． 学芸員補は、学芸員の職務を助ける。 

(学芸員の資格) 

第５条 次の各号のいずれかに該当する者は、学芸員となる資格を有する。 

  １）学士の学位を有する者で、大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を

修得したもの 

  ２）大学に２年以上在学し、前号の博物館に関する科目の単位を含めて６２単位以上を修得した者

で、３年以上学芸員補の職にあったもの 

  ３）文部科学大臣が、文部科学省令で定めるところにより、前２号に掲げる者と同等以上の学力

及び経験を有する者と認めた者 

 ２． 前項第２号の学芸員補の職には、官公署、学校又は社会教育施設（博物館の事業に類する事

業を行う施設を含む。）における職で、社会教育主事、司書その他の学芸員補の職と同等以上

の職として文部科学大臣が指定するものを含むものとする。 

Ⅰ．大学における資格取得のための基礎条件 

上記、博物館法第５条（1）に規程されている通りです。 

Ⅱ．学芸員資格取得に必要な履修科目と単位数 

 1．博物館に関する科目とその単位については、博物館法施行規則の第１条に次のように規定され

ています。（平成 27年 10月 2日最終改正） 
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科 目 名 単位数 ね ら い 内 容

生涯学習概論 ２ 生涯学習及び社会教育の意義を理

解し、学習活動を効果的に援助す

る方法等の理解を図る。

・生涯学習の意義
・生涯学習と家庭教育、学校教育、社
会教育
・生涯学習関連施策の動向
・社会教育の意義
・社会教育の内容・方法・形態
・社会教育指導者
・社会教育施設の概要
・学習情報提供と学習相談の意義

博物館概論 ２ 博物館に関する基礎的知識の習得

を図る。

・博物館の定義
・博物館の歴史
・博物館の目的と機能
（社会的存在意義・政治性）
・博物館の現状
・学芸員の役割
・博物館の館種・設置者
・博物館関係法規

博物館経営論 ２ 博物館経営について理解を図る。
・ミュージアム・マネージメントの必要
性
・博物館倫理
・博物館の行財政制度
・博物館の施設・設備
・博物館の組織
・博物館の職員
・博物館の管理・運営方式
（直営、財団、指定管理者、ＰＦＩ等）
・博物館の財務、資金調達
・マーケティング、広報・宣伝
・博物館利用者の把握
・博物館の危機管理
（リスクマネージメント）
・博物館とユニバーサル化
（バリアフリー等）
・博物館のネットワーク

博物館資料論 ２ 博物館資料の収集、整理保管、展

示等に関する理論や方法に関する

知識・技術の修得を図り、併せて博

物館の調査研究活動について学

ぶ。

・博物館資料の収集
・博物館資料の整理保管
・博物館資料の保存
・博物館資料の展示
・博物館における調査研究活動の意
義と方法
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科 目 名 単位数 ね ら い 内 容

博物館資料保存論 ２ 博物館資料及び、その保存・展示

環境を科学的に捉え、展示と保存

という本来矛盾した博物館業務を

円滑に行い、貴重な資料を良好な

状態で保存していくための基礎を

学ぶ。

・博物館保存科学の意義
・資料保存の諸条件とその影響
（温湿度・光・振動・大気など）
・収蔵庫と展示室の保存環境
・伝統的保存方法とＩＰＭ
・生物被害の防除と対策
・資料と環境の点検と記録
（機器に対する知識を含む）
・災害の防止と対策（火災・地震・水
害・盗難など）
・資料の現状の調査と把握
・資料の修復
・資料の移動
（梱包と輸送の方法と知識）

博物館展示論 ２ 展示の歴史、展示メディア、教育、

諸形態等に関する理論及び方法

に関する知識・技術の習得を図

る。 

・展示の意義
・展示の歴史
・展示の諸形態、展示の企画、デザ
イン、製作
・業者の評価・効果の検証及び改善
方法
・展示の技術と効果
・博物館展示の情報伝達機器
・展示解説書の製作（展示図録・パ
ンフレット等）
・展示活動と情報

博物館教育論 ２ 博物館における教育活動の基盤と

なる理論や方法に関する知識・技

術の習得をはかる。

・教育の本質及び目標
・生涯発達と教育
・博物館教育の意義と方法
・博物館教育の理念と理論（コミュニ
ケーション、構成主義等）
・教育活動の企画と実施
・博物館教育の諸形態（展示、体験
学習、講演会、アウトリーチ活動、レ
ファレンスサービス等）
・教育普及とコミュニケーション
・博物館と学校との連携
・生涯学習と博物館
・博物館教育の評価の目標と方法
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科 目 名 単位数 ね ら い 内 容

博物館情報・

メディア論

２ 博物館における情報の意義と活用

方法及び情報公開課題等について

理解を図る。

・博物館における情報の意義
・資料収集保管活動と情報
・研究活動と情報
・博物館における情報の提供と活用の
方法
・博物館における情報機器
・博物館における著作権
・資料公開の理念（アクセス権）と方法
（ＩＴ技術等を用いた広報発信等を含
む）
・博物館における情報管理と情報公開
・ＩＣＴ社会の中の博物館
・博物館における情報化の現状と課題
・博物館のホームページ
・コレクション情報のデータベース化と
ネットワーク化

博物館実習 ３ 博物館における実習を通じ、多様館

種の実態や学芸員の業務の理解を

図る。

・博物館資料の取扱い、展示、博物館
の運営等についての学内（見学を含
む）及び博物館における実習。事前・
事後の指導を含む。
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１） 博物館実習は、博物館法第２条第1項に規定する博物館又は、第29条の規定に基づき文部科学大臣

又は都道府県の教育委員会の指定した博物館に相当する施設（大学においてこれに準ずると認め

た施設を含む）における実習により修得するものとする。

２） 「博物館実習」の単位数には、大学における博物館実習に係る事前及び事後の指導を含むものとす

る。

２． 選択科目については博物館法施行規則第６条 3 項に次の様に規定されています。 

授 業 科 目 名

文 化 史

美 術 史

考 古 学

民 俗 学

自 然 科 学 史

物 理

化 学

生 物 学

地 学

左
記
の
う
ち
か
ら
２
科
目
を
選
択

本学では文化史関係と美術史関係を学べるよう開講しています。

 本学の学芸員課程の履修科目の詳細は、「カリキュラム表」の「資格取得を目的とするもの」の欄「学芸員課

程」に示すとおりです。
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2009年度生より適用

生 涯 学 習 概 論 生 涯 学 習 概 論 2

博 物 館 概 論 博 物 館 概 論 2

博 物 館 経 営 論 博 物 館 経 営 論 2

博 物 館 資 料 論 博 物 館 資 料 論 2

博 物 館 資 料 保 存 論 博 物 館 資 料 保 存 論 2

博 物 館 展 示 論 博 物 館 展 示 論 2

博 物 館 教 育 論 博 物 館 教 育 論 2

博物館情報・メディア論 博 物 館 情 報 ・ メ デ ィ ア 論 2

博 物 館 実 習 博 物 館 実 習 3

2009年度生より適用

本 学 の 該 当 科 目
単
位
数

備　　　　考

現 代 デ ザ イ ン 論 2

西 洋 服 飾 文 化 史 2

日 本 服 飾 文 化 史 2

染 織 史 2

ファッションプレゼンテーション
演 習

2

西 洋 美 術 史 2

日 本 美 術 史 2

　学芸員課程に関する科目

（博物館法施行規則第1条による）
本 学 の 該 当 科 目

単
位
数

2

2

2

2

2

（博物館法施行規則第6条による）
系　　　　　　　　　　　　　　　　　列

備　　　　考
規　　定　　科　　目 単位数

必

修

2

2

2

3

履
修
す
る
こ
と

文 化 史
選

択

2
系
列
以
上
に
わ
た
り

美 術 史
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【1】 現代ファッション論 ■キャリア■

【2】 日本服飾文化史 【37】 キャリアプランニング

【3】 表現心理学

【4】 身体表現Ⅱ ■教養科目■

【5】 空間構成Ⅰ　　 【38】 心理学A

【6】 画像表現 【39】 心理学B

【7】 ドローイング・構想 【40】 憲法

【8】 グラフィックデザインⅡ 【41】 社会福祉学A

【9】 服飾表現演習 【42】 社会福祉学B

【10】 色材演習 【43】 化学A

【11】 服飾表現史 【44】 化学B

【12】 空間構成Ⅱ 【45】 体育B

【13】 立体造形構想

【14】 近代日本モード史 ■教養科目〔外国語〕■

【15】 マーケティング・データサイエンス論 【46】 英語（総合)Ａ

【16】 衣装デザイン・制作Ⅰ 【47】 英語（総合)Ｂ

【17】 スタイリング演習Ⅰ 【48】 ワールド・カルチャーA

【18】 ビジュアルマーチャンダイジング演習Ⅰ　 【49】 ワールド・カルチャーB

【19】 ショープロデュースⅠ 【50】 実用英語 A

【20】 映像・メディア表現Ⅰ 【51】 実用英語 B

【21】 アパレル素材論 【52】 ファッション英語 A

【22】 画像設計演習 【53】 ファッション英語 B

【23】 ドロ－イングⅡ 【54】 フランス語（総合) A

【24】 和服構成論・実習Ⅰ 【55】 フランス語（総合) B

【25】 和服構成論・実習Ⅱ 【56】 ファッションフランス語 A

【26】 衣服管理 【57】 ファッションフランス語 B

【27】 染色化学 【58】 中国語（総合) A

【28】 繊維ﾌｧｯｼｮﾝ産業構造論 【59】 中国語（総合) B

【29】 ファッション史 【60】 中国語（会話) A

【30】 ブライダルファッションプランニングゼミ 【61】 中国語（会話) B

【31】 インターンシップ

【32】 色彩論 ■学芸員■

【33】 家庭経営学 【62】 博物館経営論

【34】 家庭電気・機械 【63】 博物館資料論

【35】 食物学（実践栄養学） 【64】 博物館資料保存論

【36】 家庭情報処理

Ⅶ．授業計画
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【62】 

■授業の方針・概要

博物館の経営について学習する。多様化する博物館の経営体制について認識を深め、今日の博物館経営をめぐる諸相を把握

し、今、博物館に何が求められているのか、また博物館本来の存在意義について学習する。 

■到達目標（学修成果）

・博物館の適切な機能や経営体制の把握

・ミュージアムマネージメントについての基礎的事項の理解

・現代博物館を多角的な視点で考察できることを目標とする。

■卒業認定・学位授与の方針と該当授業科目の関連

学芸員になるための資格取得（大学を卒業して学士の学位を取得して学芸員になるための資格を取得する方法）のために、

文部科学省令の定める大学で習得するべき博物館に関する科目の単位の一つ。卒業要件科目ではありません。 

■授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容（予習・復習等） 必要時間 

1 回 オリエンテーション（博物館経営論の概要の説明・

授業計画）

予習：シラバス（学芸員課程部分）を読んでお

くこと。 
30分

2 回 ミュージアムマネージメントの意義について学習す

る。

予習：教科書の博物館経営論部分を読んでおく

こと。 

復習：ミュージアムマネージメントについてま

とめておくこと。 

60分

3 回 博物館法について学習する。 復習：博物館法の復習 30分

4 回 独立行政法人立等、設立母体について学習する。 復習：配布資料の読み返し、語句の整理をして

おくこと。 
30分

5 回 指定管理者等、設立母体について学習する。 

設立母体についてのまとめ 

復習：配布資料の読み返し、語句の整理をして

おくこと。 
30分

6 回 博物館評価について学習する。 復習：配布資料の読み返し。教科書読み返し。 30分

7 回 博物館の館内組織・館外組織について学習する。 復習：配布資料の読み返し。教科書読み返し。 30分

8 回 博物館の施設・設備について学習する。 予習：インターネット上で博物館建築をリサー

チしておくこと。

復習：配布資料の読み返し。

60分

9 回 博物館におけるマーケティングについて学習する。 復習：配布資料の読み返し、マーケティングに

ついてまとめておくこと。 
30分

10 回 ミュージアムショップやレストラン等アメニティと

いう側面から学習する。

予習：インターネット上でミュージアムショッ

プ、レストランをリサーチしておくこと。 

復習：配布資料の読み返し、授業の振り返り 

60分

11 回 今日の社会状況を踏まえた博物館の課題について学

習する。 

復習：配布資料の読み返し、博物館をめぐる課

題をまとめておくこと。 
30分

12 回 まとめ及びプレゼンテーションのための説明。 復習：配布資料の読み返し、全体の振り返り 90分

13 回 実在する博物館を挙げて経営論の観点よりプレゼン

テーション

予習：プレゼンテーション準備 

復習：配布資料の読み返し、授業の振り返り 
90分

14 回 実在する博物館を挙げて経営論の観点よりプレゼン

テーション

予習：プレゼンテーション準備 

復習：配布資料の読み返し、授業の振り返り・

プレゼンテーション準備 

90分 

15 回 総まとめ 復習：振り返り 60分 

■フィードバック（試験の解説、試験・レポート添削返却、メールや学内システム等の活用）方法

小テスト・試験・プレゼンテーションの後の解説

■成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

授業内試験・課題（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ含む） 70% 

期末試験・課題（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ含む） 0% 

外部評価・検定試験結果 0% 

■教科書

『新時代の博物館学』全国大学博物館学講座協議会西日本部会編 芙蓉書房出版

■参考文献

随時 紹介する

課題内容に即した資料プリントを配布します。

■オフィスアワー・研究室

講義日の講師控室、もしくは教務課を通じて連絡をしてください。

連絡：大学校舎講師控え室 又は 教務課（本校舎 1階）

出講日：土曜日

■備考 積極的に博物館見学をし、manaba等を利用しての見学記の発表をしてもらいます。

博物館経営論 
  丸山 憲子 

2年 前期  学芸員課程必修 （ 2単位 講義 ） 
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【63】 

■授業の方針・概要
博物館において資料は必要不可欠な存在である。どんな博物館でも「資料」を有し、コレクションをなしている。今日の博物館のコレクシ

ョンは多種多様であり、一口で「博物館」と言ってもその範囲は極めて大きい。本講では現代博物館が扱う資料（コレクション）について、

博物館の歴史とともに体系的に学習する。また、資料収集・整理保管・調査研究・教育普及という４つの博物館機能（活動）を通して、いわ

ゆる実物（１次資料）から２次資料が発生していくことを理解し、それぞれの機能（活動）における１次資料・２次資料の特性・役割を学習

する。 

■到達目標（学修成果）
博物館資料の様々な特性を理解し、博物館活動にとって必要なもの・ことを認識できるようにする。

■卒業認定・学位授与の方針と該当授業科目の関連
学芸員になるための資格取得（大学を卒業して学士の学位を取得して学芸員になるための資格を取得する方法）のために、文部科学省令の

定める大学で習得するべき博物館に関する科目の単位の一つ。卒業要件科目ではありません。 

■授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容（予習・復習等） 必要時間 

1 回 オリエンテーション（博物館資料論の概要の説明・授業計

画）

予習：シラバス（学芸員課程部分）を

読んでおくこと。 
30分

2 回 博物館の成立背景に見られる資料についての事例を挙げ、博

物館＝資料の存在を認識する。 

予習：教科書の博物館資料論の部分を

読んでおくこと。 
30分

3 回 １次資料と２次資料の博物館活動においての役割、及び資料

の価値について学習する。 

復習：配布資料の読み返し、語句の整

理をしておくこと。 
30分

4 回 １次製作資料として分類される実物製作資料と情報製作資料

について学習する。 

復習：配布資料の読み返し、語句の整

理をしておくこと。 
30分

5 回 １次標本資料（１）について学習する。 復習：配布資料の読み返し、語句の整

理をしておくこと。」 
30分

6 回 １次標本資料（２）について学習する。  復習：配布資料の読み返し、語句の整

理をしておくこと。 
30分

7 回 １次資料についてのまとめ 

２次資料（１）について学習する。 

復習：配布資料の読み返し、語句の整

理をしておくこと。 
30分

8 回 ２次資料（２）について学習する。 復習：配布資料の読み返し、語句の整

理をしておくこと。 
30分

9 回 ２次複合製作資料について学習する。 

２次資料についてのまとめ 

予習：1次資料・２次資料の違い、種

類を再確認しておくこと。 

復習：語句の整理をしておくこと。 

60分

10 回 博物館機能を再確認する。 

資料の収集について学習する。 

復習：教科書の読み返し、語句の整理

をしておくこと。 
30分

11 回 資料の整理保管について学習する。 復習：教科書の読み返し、語句の整理

をしておくこと。 
30分

12 回 資料の調査研究活動について学習する。 復習：教科書の読み返し、語句の整理

をしておくこと。 
30分

13 回 教育普及という観点から、資料のもつ意味とその効果につい

て学習する。 

復習：配布資料の読み返し、教育普及

活動のまとめをしておくこと。」 
30分

14 回 資料の取り扱い、及び運搬という観点から学習する。 復習：配布資料の読み返し、語句の整

理をしておくこと。 
90分

15 回 総まとめ 復習：振り返り 60分 

■フィードバック（試験の解説、試験・レポート添削返却、メールや学内システム等の活用）方法

小テスト・試験の後の解説

■成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

授業内試験・課題（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ含む） 70% 

期末試験・課題（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ含む） 0% 

外部評価・検定試験結果 0% 

■教科書

『新時代の博物館学』全国大学博物館学講座協議会西日本部会編 芙蓉書房出版

■参考文献

随時 紹介する

課題内容に即した資料プリントを配布します。

■オフィスアワー・研究室

講義日の講師控室、もしくは教務課を通じて連絡をしてください。

連絡：大学校舎講師控え室 又は 教務課（本校舎 1階）

出講日：土曜日

■備考 積極的に博物館見学をし、manaba等を利用しての見学記の発表をしてもらいます。

博物館資料論 
  丸山 憲子 

2年 前期  学芸員課程必修 （ 2単位 講義 ） 
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【64】 

■授業の方針・概要

博物館資料論を基礎として、博物館資料の保存の意義、目的、資料保存の前提としての劣化要因とその対策、資料の材質に応

じた劣化対策、保存技術等について、論理的に授業を進めます。 

■到達目標（学修成果）

学芸員が日常的に取り扱う博物館資料について、収集、保管、調査研究、展示他の活用といった博物館機能の各局面において、

資料保存の理論と実践法を習得し、時代に適応できる博物館学芸員としての資質を得られるようになる。 

■卒業認定・学位授与の方針と該当授業科目の関連

この科目は卒業要件科目ではありませんが、学芸員資格取得のための必修科目です。

■授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容（予習・復習等） 必要時間 

1 回 博物館資料保存の意義、目的 予習 シラバスを事前に目を通す 30分 

2 回 博物館資料の種類と特性 復習 博物館資料の種類と種類ごとの

特性について確認する。 

30分 

3 回 文化財保護と博物館資料１ 復習 文化財と博物館資料の関係につ

いて確認する。 

30分 

4 回 文化財保護と博物館資料２ 復習 博物館資料と文化財保護の関係

について確認する。 

30分 

5 回 博物館史にみる資料保存の方法 復習 博物館史上の伝統的保管方法に

ついて確認する。 

30分 

6 回 博物館資料の材質による劣化と対策１ 

瞬間的・破壊的な劣化(人災、天災) 

復習 人災や天災による瞬間的・破壊的

な劣化と対策について確認する。 

30分 

7 回 博物館資料の材質による劣化と対策２ 

緩慢、確実に進行する劣化①(温湿度、大気等) 

復習 温湿度の変化、大気中の粉塵等の

影響・対策について確認する。 

  30分 

8 回 博物館資料の材質による劣化と対策３  

緩慢、確実に進行する劣化②(汚染物質、薬品類、光等) 

復習 大気中の汚染物質及び薬品類、光

等の影響・対策について確認する。 

30分 

9 回 博物館資料の材質による劣化と対策４ 

緩慢、確実に進行する劣化③(虫害、黴菌類等) 

復習 虫害及び黴菌類等の影響・対策に

ついて確認する。 

30分 

10 回 博物館資料の修理と修復 復習 博物館資料の修理・修復の必要性

とその方法について確認する。 

30分 

11 回 博物館資料の保存環境(収蔵施設・展示施設等) 復習 博物館資料の保管・展示に適した

施設の条件について確認する。 

30分 

12 回 博物館資料保存のための科学技術１ 復習 博物館資料の保存科学技術につ

いて確認する。 

30分 

13 回 博物館資料保存のための科学技術２ 復習 博物館資料の保存科学技術につ

いて確認する。 

30分 

14 回 博物館資料の取扱い１(資料取扱い上の留意点等) 復習 博物館活動の様々な局面におけ

る資料取扱い上の留意点を再確認する。 

45分 

15 回 博物館資料の取扱い２(展示ほかの活用等) 復習 展示他の活用の局面での資料保

存を前提とする取扱い法を確認する。 

45分 

■フィードバック（試験の解説、試験・レポート添削返却、メールや学内システム等の活用）方法

授業時間中に小試験を実施し、出題の意図及び模範回答等について解説し、理解・習得の促進をサポートします。

■成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 授業への取組みは、出欠状況を中心に受講態度、取組状況等評価しま

す。授業内試験を実施し、講義内容の理解度を測定し、成績判定に活

用します。 
授業内試験・課題（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ含む） 70% 

期末試験・課題（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ含む） 0% 

外部評価・検定試験結果 0% 

■教科書

なし

■参考文献

本田光子・森田 稔 『博物館資料保存論』、青木 豊 編 『人文系博物館資料保存論』

■オフィスアワー・研究室

土曜日（講義時間 14:55～16:05）第３校舎講師控え室（第３校舎１階）

■備考

なし

博物館資料保存論 
桝渕 規彰 

2年 後期  学芸員課程必修   （ 2単位 講義 ） 
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【１】 瀧川ゼミ

Ⅷ．ゼミナール

先生方のご好意により開講されるゼミです。
単位は出ませんが、積極的に参加して学んで下さい。

【整理番号】
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